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IgG4関連疾患（IgG4-related disease）とは，①血清 IgG4の上昇，②病変局所に IgG4陽性形質細胞の著明な

浸潤，によって特徴づけられる全身性疾患です。新しい疾患概念で，その詳細，全体像については未だ明らかになっ

ていません。本疾患は自己免疫性膵炎の膵外病変の検索過程で，その存在が明らかになってきました。

自己免疫性膵炎は膵癌と臨床像が類似し，血清 IgG4の上昇と膵病変局所に IgG4陽性形質細胞の著明な浸潤が存

在することが特徴で，これらは主に信州大学の研究によって明らかになってきました。本症はまた下垂体炎，涙

腺・唾液腺炎，甲状腺炎，間質性肺炎，硬化性胆管炎，尿細管間質性腎炎，後腹膜線維症，大動脈炎，前立腺炎な

ど全身諸臓器の病変を合併します。これら膵外病変は前述した如く，膵病変と同様の病理変化を呈し，共通の病態

が背景に存在することが推定され，IgG4が関連する全身性疾患，IgG4関連疾患が提唱されました。

本書は IgG4関連疾患に関する最初のモノグラフです。2007年より IgG4関連疾患に関心をもった消化器内科医，

膠原病専門医，腎臓内科医，呼吸器内科医，口腔外科医，眼科医，病理医，臨床病理医が年一回，IgG4研究会を

開催してそれぞれの領域の病変について検討してきましたが，その成果をまとめたものです。われわれ信州大学関

連の研究者は自己免疫性膵炎，胆管病変，肝病変を担当しています。IgG4関連疾患については現在，世界的に注

目されはじめてきており，今後多くの研究者がこの領域に参入してくると考えられます。

自己免疫性膵炎では膵癌との鑑別が重要なように，各病変もその臓器本来の疾患との鑑別が必要となり，中には

悪性疾患も存在します。従来，各臓器の悪性疾患として治療されてきたもの，各臓器固有の疾患として治療されて

きたもののなかに IgG4関連疾患が含まれていたと考えられます。自己免疫性膵炎と同様，IgG4関連疾患はステロ

イド治療が奏功し，正確な診断が求められています。本書は IgG4関連疾患の病態を理解し，診断するうえで有用

な情報を提供しうると期待しています。

平成22年５月より自己免疫性膵炎に対して IgG4が保健適応となり，診断能の向上が期待されています。筆者は

膵臓学会，消化器病学会の立場から IgG4の保健適応の申請に関与してきました。特に平成21年度には IgG4の重要

性，必要性を強く訴える機会を与えていただきました。今後は，IgG4関連疾患全般に対しても適応が拡大され，

正確な診断のもとに，詳細な病態が解明されることを期待します。そして，これまで同様信州大学が IgG4関連疾

患研究の世界の中心で有り続けることを期待します。

Current Immunological Review誌の vol 7，No 2（May，2011 issue）が「IgG4-Related Disease」の特集号

として刊行されることが決定しました（http://www.bentham.org/cir/index.htm）。Guest Editorの金沢医科大

学名誉教授 菅井 進先生より私とKing’s college Hospitalの全 陽先生（前金沢大学，病理学教室）にCo-Editor

を依頼され，以下の内容で各先生に執筆をお願いしました。On line Journalですので，こちらの方も刊行されま

したらご覧いただければ幸いです。
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